
全国がんばる林業高校生表彰 3
Topics

　「全国がんばる林業高校生表彰」は、将来の森林・林業を担う人材として、日々森林・林業に関する
社会活動や研究などに取り組んでいる高校生の取組を応援するため、全国林業研究グループ連絡協
議会が林野庁補助事業を活用し、令和２年度から開催しています。
　本表彰には、高校生個人の資格取得や社会活動への参画状況を評価する「学校推薦部門」と、グ
ループ等で地域の森林・林業の振興や課題解決を目指し取り組んでいる意欲的な活動や研究を評価す
る「地域活動・研究部門」の２部門があります。
　「令和６年度全国がんばる林業高校生表彰」において、「学校推薦部門」では熊本県立南稜高等学校の
原口煌人さんが、「地域活動・研究部門」では群馬県立利根実業高等学校の森林科学部（代表：萩原来
人さん、小林歩輝さん、籾山絆さん）がそれぞれ最優秀賞である林野庁長官賞を受賞しました。
　原口さんは復興支援のボランティア活動をきっかけに、コミュニケーション能力を実践の中で身につ
けながら、木製カメラを活用した地域の子どもたちへの木育活動等様々な取組をしており、将来の目
標を定めて行動していることが評価されました。群馬県立利根実業高等学校の森林科学部は地域の課
題である放置竹林を解決しようという取組であり、課題解決への過程も自らが考えてアイディアを出
し、ステップバイステップで前に進み、確実な成果を上げていることが評価されました。

�木育活動、「令和２年７月豪雨」災害復興への取組等
木育インストラクター上級等
第26回高校生小論文コンクール最優秀賞受賞等

活動内容：
取得資格：
受 賞 歴：

放置竹林の夢～無価値からの挑戦～
放置竹林の整備、薪や竹炭づくり、竹を活用
したイベント実施、タケノコや幼竹の収穫・
販売等

テ ー マ：
活動内容： 

熊本県立南稜高等学校　原
はら

口
ぐち

煌
らい

人
と

さん（２年生）

群馬県立利根実業高等学校　森林科学部

代表：萩
はぎ
原
わら
来
らい
人
と
さん（３年生）

	 小
こ
林
ばやし
歩
あゆ
輝
き
さん（３年生）

	 籾
もみ
山
やま
絆
ばん
さん（２年生）

学校推薦部門

地域活動・研究部門 青山林野庁長官、原口さん

森林科学部の皆さん
（前列左から3番目 籾山さん、５番目 萩原さん、６番目 小林さん）
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「
木
と
共
に
、
巡
る
未
来
」の
実
現
に
向
け
て

株
式
会
社
大
林
組

　

ま
た
、
2
0
2
2
年
に
は
日
本
初
の
高
層
純

木
造
耐
火
建
築
物
と
し
て
『Port Plus

』（
神
奈

川
県
横
浜
市
）
を
竣
工
さ
せ
ま
し
た
。
竣
工
に
当

た
っ
て
約
2
︐0
0
0
m3
の
木
材
を
使
用
す
る
経

験
の
中
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
活
性
化
さ
せ

る
必
要
性
を
感
じ
、
川
上
で
は
苗
木
の
人
工
光
育

成
技
術
の
開
発
と
実
践
、
川
中
で
は
木
材
加
工

の
株
式
会
社
内
外
テ
ク
ノ
ス
（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野

市
）
と
の
協
業
に
加
え
、
C
L
T
メ
ー
カ
ー
の
株

式
会
社
サ
イ
プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ
ヤ
（
愛
媛
県
西
条

市
）
の
グ
ル
ー
プ
化
、
川
下
の
先
で
は
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
（
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）
に
取
り
組
ん

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

　
協
定
で
は
、「
中
高
層
木
造
・
木
質
化
建
築
等

の
促
進
を
通
じ
た
、
森
林
共
生
都
市
の
実
現
及
び

循
環
型
森
林
利
用
の
推
進
」
を
掲
げ
、
次
の
８
つ

の
取
組
を
行
い
ま
す
。

※『LOOP50』とは、持続可能性と魅力ある暮らしを両立する中山間
　地域の街を構想した木造循環型都市。

で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
をCircular 

Tim
ber Construction

と
名
付

け
、
木
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ

の
貢
献
を
通
じ
て
木
材
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
の
制
度
を
知

り
、
当
社
の
活
動
と
合
致
す
る
こ
と

か
ら
、
2
0
2
3
年
2
月
に
農
林

水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省

と
、
当
社
グ
ル
ー
プ
３
社
の
合
同
で

協
定
を
締
結
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

　
大
林
組
は
多
く
の
伝
統
木
造
建
築
の
改
修
等
の

実
績
に
加
え
、
2
0
1
0
年
代
初
め
か
ら
現
代

工
法
に
よ
る
中
大
規
模
木
造
建
築
の
設
計
施
工
実

績
を
積
み
、
2
0
1
7
年
に
は
「
森
と
と
も
に
生

き
る
木
造
循
環
型
都
市
『
L
O
O
P
50
』※
」
建
設

構
想
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

LOOP50

Port Plus

シリーズ

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
企
業
の
紹
介

2025.4  VOL.217林野 12



⑥ �

施
工
時
に
お
け
る
合
法
木
材
の
利
用

⑦ �

自
社
設
計
物
件
に
お
け
る
Z
E
B
の
推
進

⑧ �

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
適
切
な
組
み
合
わ

せ
利
用協

定
に
基
づ
く
取
組

　

今
回
の
協
定
締
結
以
降
、
2
0
2
4
年
末
ま

で
の
実
績
で
、
見
学
者
数
はPort Plus

だ
け
で

2
︐0
8
6
名
、
講
演
会
を
14
回
、
展
示
会
を
7

回
行
い
ま
し
た
。

耐
火
の
認
定
を
14

件
取
得
し
、
実
物

件
に
活
か
す
予
定

で
す
。
L
O
O
P
50

に
つ
い
て
は
、
理

念
に
賛
同
い
た
だ

い
て
い
る
自
治
体

と
協
議
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
循

環
利
用
に
向
け
た

再
造
林
に
資
す
る

た
め
開
発
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
人

工
光
苗
木
生
産
シ

ス
テ
ム
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

を
鳥
取
県
日
南
町

に
設
置
し
、
カ
ラ

マ
ツ
の
苗
木
生
産

を
開
始
し
て
い
ま

す
。
2
0
2
4
年

11
月
に
は
2
9
0
本
を
初
出
荷
し
、
当
社
職
員

も
参
画
し
て
苗
木
の
植
林
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
や
当
社
グ
ル
ー
プ
所
有
林
に
お
け
る
循
環
型

の
森
林
施
業
等
が
評
価
さ
れ
、「
森
林
×
A
C
T

チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
2
4
」
の
優
秀
賞
（
林
野
庁
長

官
賞
）を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
締
結
後
に
竣
工
し
た
木
造
物
件
は
計
７
件

で
、
木
材
を
計
2
︐7
0
5
m
3
使
用
し
て
い
ま

す
。
直
近
で
竣
工
し
た
も
の
は
『
n
o
n
o
w
a

国
立
S
O
U
T
H
』（
東
京
都
国
立
市
）、『
岩
谷

産
業
神
戸
研
修
所
』（
兵
庫
県
神
戸
市
）な
ど
が
あ

り
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
大
屋
根
リ
ン
グ
も
間
も

な
く
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
国
内
で
は
『（
仮
称
）
天
神
1
‒
7
計
画
』（
福

岡
県
福
岡
市
）
に
着
工
し
、
設
計
者
と
と
も
に
外

部
で
使
用
さ
れ
る
C
L
T
の
耐
久
性
を
高
め
る
工

夫
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
で
は
、
木
造

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
ビ
ル
（
高
さ
1
8
2
m
）
の

『
ア
ト
ラ
シ
ア
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
』（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア 

シ
ド
ニ
ー
）の
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、

協
定
制
度
へ
の
期
待

　
都
市
の
木
造
化
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
課
題

は
コ
ス
ト
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
規
制
の
合
理
化
は
、
民
間
の
一
企
業

に
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の

志
あ
る
企
業
の
活
動
を
束
ね
、
行
政
か
ら
の
情
報

発
信
や
支
援
、
調
整
に
よ
っ
て
さ
ら
に
前
進
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
当
社
も
引
き
続
き
協
定

に
基
づ
く
取
組
を
行
い
、
木
材
利
用
促
進
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
す
。

大阪・関西万博の大屋根リング　提供：公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会、株式会社大林組、株式会社伸和

岩谷産業神戸研修所　提供：ヴィブラフォト 浅田美浩

アトラシアン・セントラル

（仮称）天神1-7計画

nonowa国立SOUTH　撮影者：Nacasa&Partners Inc.

① �

建
設
事
業
者
と
し
て
事
業
主
に
木
造
・
木
質

化
に
関
す
る
情
報
提
供

② �
建
築
事
業
主
と
し
て
の
木
材
の
積
極
的
な
活

用
③ �

森
林
所
有
者
と
し
て「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植

え
て
・
育
て
る
」森
林
循
環
利
用

④ �

耐
火
性
・
耐
久
性
・
再
利
用
な
ど
の
技
術
開

発
、
人
工
光
苗
木
生
産
技
術
の
開
発

⑤ �

L
O
O
P
50
の
理
念
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
・
地
域
創
生

2
0
2
6
年
に
竣
工
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら

の
物
件
を
通
じ
て
新
た
な
技
術
開
発
に
挑
戦
し
、

木
材
利
用
促
進
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
森
林
共
生

都
市
の
実
現
お
よ
び
循
環
型
森
林
利
用
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地
域
課
題
に
寄
り
添
う
民
有
林
支
援

国
有
林
の
知
見
・
技
術
を
活
か
し
て

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
滋
賀
森
林
管
理
署

森
林
技
術
指
導
官　
竹
内
秀
行

民
有
林
支
援
の
取
組

当
署
で
は
、
特
定
の
市
町
に
対
し
て
個
別
に
支

援
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
広
く
地
域
全
体
の
課

題
を
把
握
す
る
取
組
は
十

分
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
県
や

市
町
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
、
地
域
の
課
題
把
握
に

努
め
ま
し
た
。
県
全
体
の

大
き
な
課
題
は
、
県
内
の

森
林
資
源
が
成
熟
期
を
迎

え
る
中
で
、
主
伐
と
そ
の

後
の
再
造
林
を
計
画
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の

材
価
の
低
迷
や
再
造
林
コ

ス
ト
の
高
さ
に
加
え
、
県

内
の
森
林
は
急
傾
斜
地
や

軟
弱
地
盤
が
多
く
、
ま
た

搬
出
の
基
盤
と
な
る
林
業

専
用
道
な
ど
の
路
網
整
備

も
不
十
分
と
な
っ
て
い
ま

は
じ
め
に

私
は
令
和
2
年
度
に
森
林
総
合
管
理
士
の
資
格

を
取
得
し
、
令
和
3
年
度
か
ら
近
畿
中
国
森
林
管

理
局
滋
賀
森
林
管
理
署
で
民
有
林
支
援
担
当
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
民
有
林
行
政
に
関
す
る
一

定
の
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、
国
有
林
の
立
場
か

ら
本
格
的
に
民
有
林
支
援
に
取
り
組
む
の
は
初
め

て
で
あ
り
、
支
援
の
進
め
方
に
つ
い
て
多
少
の
不

安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
当
局
で
は
、
当
時
近
隣

の
森
林
管
理
署
と
連
携
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
年
に
4
回
程
度
民
有
林
支
援
担

当
者
に
よ
る
定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
会
議
で
は
取
組
状
況
に
関
す
る
情
報
交
換

や
、
支
援
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
研
修
に
よ
る

知
見
の
共
有
、
技
術
普
及
を
目
的
と
し
た
現
地
検

討
会
の
共
同
開
催
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
民
有

林
支
援
業
務
に
お
け
る
実
践
的
な
知
識
と
技
術
の

共
有
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
環
境
の
お
か
げ
で
新
任
担
当
者
で
あ
っ
た
私

も
安
心
し
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 シリーズ

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
書
記

の
視
察
研
修
を
行
っ
た
ほ
か
、
国
有
林
で
整
備
し

て
い
る
林
業
専
用
道
の
設
計
技
術
や
作
業
現
場
で

の
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
再
造

林
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
、
国
有
林
で
取
り

組
ん
で
い
る
主
伐
再
造
林
の
一
貫
作
業
や
低
密
度架線集材研修（三重県）

林業専用道研修　

す
。
こ
う
し
た
課
題
を
一
朝
一
夕
に
解
決
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
国
有
林
の
持
つ
技
術
や
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
対
応
を
進
め
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
県
外
の
国
有
林
で
実
施
さ

れ
て
い
る
急
傾
斜
地
で
も
対
応
可
能
な
架
線
集
材
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伊吹山とICT囲いわな

小林式誘引捕獲法（くくりわな）講習会

ドローン講習会

ICT講習会（地上レーザ計測機器）

植
栽
、
低
コ
ス
ト
防
護
柵
の
設
置
技
術
な
ど
に
関

す
る
研
修
会
を
通
じ
て
技
術
普
及
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
も
農
林
業
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
内
で

最
も
標
高
が
高
く
、
貴
重
な
植
物
が
多
く
生
育
す

る
米
原
市
の
伊
吹
山
で
は
、
シ
カ
の
食
害
に
よ
り

植
生
が
失
わ
れ
、
土
砂
崩
壊
が
発
生
し
、
麓
の
人

家
に
ま
で
土
砂
流
出
の
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

当
署
で
は
、
伊
吹
山
へ
の
対
応
と
し
て
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
被
害
調
査
や
I
C
T
囲
い
わ
な
の
貸
与

及
び
設
置
補
助
、
当
局
職
員
が
考
案
し
た
「
小
林

式
誘
引
捕
獲
法（
く
く
り
わ
な
）」の
設
置
指
導
な

ど
を
通
じ
て
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
へ
の
個
別
の
支
援
も
継
続
し
て
い

ま
す
。
市
町
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
推
進
な
ど
多
様
な
業
務
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
中
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
人
員
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
森

林
・
林
業
の
実
務
経
験
の
少
な
い
職
員
が
多
い
こ

と
か
ら
、
十
分
な
対
応
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
有
林
の
作
業
現
場
の
見
学

会
な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識

醸
成
を
図
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近

年
は
I
C
T
の
発
展
に
伴
い
、
ド
ロ
ー
ン
や
地
上

レ
ー
ザ
計
測
機
器
を
用
い
た
森
林
調
査
に
対
す
る

関
心
や
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
実
習
や
体
験
を
取
り
入

れ
た
講
習
会
を
実
施
し
、
活
用
方
法
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
地
域
の
森
林
の
施
業
や
集
約
化
を
進

め
る
上
で
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
境
界
の
明
確
化
」で
す
。
地
上
か
ら
の
調
査
で
は

年
間
約
50 

ha
程
度
の
進
捗
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
は
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林
解
析

技
術
の
活
用
に
よ
り
境
界
の
明
確
化
を
進
め
る
動

き
が
見
ら
れ
ま
す
。
当
署
に
お
い
て
も
、
令
和
6

年
度
か
ら
航
空
レ
ー
ザ
森
林
解
析
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
を
森
林
管
理
や
境
界
明
確
化
な
ど

に
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

今
後
と
も
、
森
林
総
合
管
理
士
と
し
て
研
鑽
を

重
ね
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
に
寄
り
添
っ
た
民
有

林
支
援
を
行
い
、
国
有
林
の
知
見
と
技
術
を
活
か

し
て
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
発
展
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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国有林野
事業の
取組

福岡県

佐賀県

長崎県

鹿児島県

大島

徳之島

対馬

五島列島

種子島

屋久島

宮崎県
熊本県

大分県

九州森林管理局●

沖縄県

西表島

熊
本
営
林
局
（
当
時
）
に
管
理
の
主
体
が
移
っ
た
後

は
、
郷
土
樹
種
で
あ
る
常
緑
広
葉
樹
を
中
心
に
、

九
州
各
地
か
ら
樹
木
を
集
め
て
植
栽
し
ま
し
た
。

監け
ん

物も
つ

台だ
い

と
い
う
名
称
は
、
熊
本
城
主
細
川
家
の

家
老
を
務
め
た「
長
岡
監
物
」が
熊
本
城
の
北
の
守

3
年
ぶ
り
の
開
園
！

監け
ん

物も
つ

台だ
い

樹
木
園
は
、
特
別
史
跡
で
あ
る
熊
本
城

の
北
側
の
一
角
に
位
置
し
て
お
り
、
緑
化
愛
林
思

想
の
普
及
と
一
般
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
27
年
に
一
般
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
約
2
・
6
ha
の
広
々
し
た
園
内

に
は
四
季
を
通
じ
て
緑
が
あ
ふ
れ
、
熊
本
市
の

方
々
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
熊

本
城
と
合
わ
せ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
に
も

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
か
ら
は
、
園
内
に
あ
る「
監
物
櫓や

ぐ
ら

」の

熊
本
地
震
被
害
の
復
旧
工
事
の
た
め
に
一
時
休
園

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
6
年
４
月
に
３
年
ぶ
り

に
開
園
し
、
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
記
事
で
は
、
監
物
台
樹
木
園
の
見
ど

こ
ろ
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

監
物
台
樹
木
園
が
で
き
る

ま
で

監
物
台
樹
木
園
は
、
緑
化
の
機
運
醸
成
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

27
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
現
在
の
監
物
台
樹
木
園

の
敷
地
は
、
戦
前
ま
で
陸
軍
省
所
管
で
し
た
が
、

戦
後
、
大
蔵
省
に
引
き
継
が
れ
、
昭
和
24
年
に

熊
本
城
内
の
一
角「
緑
の
オ
ア
シ
ス
」、

監
物
台
樹
木
園
の
紹
介

　九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所在する森林
の約２割（約53万ha）に相当する国有林の管理経営を
担っています。
　九州の国有林は、九州中央山地から雲仙、阿蘇、九
重、霧島、桜島といった火山地帯、対馬や五島列島、
屋久島、奄美大島、南西諸島といった離島まで、南北
約1,200kmの広範囲に分かれており、多様な森林生
態系を有しています。
　また、九州は温暖多雨な気候のため、スギやヒノキ
の生育に恵まれており、日田や小国、球磨、飫肥など
の歴史的に有名な林業地が発展してきた地域でもあり
ます。

熊本県熊本市西区京町本丁２番７号

419万ha
うち森林面積　　　277万ha
うち国有林面積　 53万ha

８県（福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島
県、沖縄県）

所在地

区域面積

関係自治体

九
州
森
林
管
理
局　
技
術
普
及
課

管内概要
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た
。再

開
園
の
際
に
は
、「
開
園
を
待
ち
焦
が
れ
て

い
た
の
で
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
の
ほ
か
、

「
こ
ん
な
素
敵
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
」
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
は
5
︐0
0
0
名
を
超
え
る
来
園
者

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
職
員
の
方
に
森
林
の

機
能
な
ど
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト「
森
の
塾
」も
開
催

し
、
学
校
で
の
森
林
環
境
教
育
に
役
立
て
て
も
ら

う
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

樹
木
園
で
は

今
年
も
花
の
季

節
を
迎
え
ま

す
。
熊
本
に
お

越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
監
物
台
樹

木
園
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
細

川
家
の
時
代
に
は

「
長
岡
図
書
預
り
櫓
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
敵
の
襲
来
に
備

え
た「
石
落
と
し
」や

鉄
砲
を
撃
つ
た
め
の

窓「
狭さ

間ま

」な
ど
を
有

し
、
砦
の
役
割
を
果

し
て
い
ま
し
た
。

り
と
し
て
、
こ
の
地
を
固
め
て
い
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。見

ど
こ
ろ

九
州
・
沖
縄
の
郷
土
樹
種
で
あ
る
常
緑
広
葉
樹

を
中
心
に
、
多
種
多
様
な
樹
木
や
植
物
が
植
栽
さ

れ
て
お
り
、
春
は
サ
ク
ラ
や
フ
ジ
の
花
、
秋
は
イ

チ
ョ
ウ
の
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
の
樹
木
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
園
内
の
み
ど
り
の
交
流
館
に
は
、
九
州

の
国
有
林
に
関
連
の
あ
る
展
示
物
や
木
製
テ
ー
ブ

ル
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
樹
齢

1
0
0
0
年
を
超
え
る
巨
大
屋
久
ス
ギ
の
円
盤

は
、
来
館
者
の
目
を
引
き
つ
け
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
内
大
臣
森
林
鉄
道
（
熊
本
営
林
局

矢
部
営
林
署（
当
時
）が
設
置
し
た
、
総
延
長
40
㎞

あ
ま
り
の
九
州
屈
指
の
森
林
鉄
道
）
に
お
い
て
、

1
9
6
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
野

村
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
森
林
鉄
道
の
廃
止
と
共
に
昭
和
43
年
12
月
に

引
退
し
、
監
物
台
樹
木
園
に
は
昭
和
48
年
頃
よ
り

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

樹
木
園
の
北
側
に
位
置
す
る「
監
物
櫓
」は
、
安

政
７
年
（
1
8
6
0
年
）
に
建
築
さ
れ
、
国
指
定

〝
緑
の
オ
ア
シ
ス
〟と
し
て

監
物
台
樹
木
園
は
、
昭
和
27
年
の
開
園
以
降
長

き
に
わ
た
り
、
熊
本
城
内
の
一
角
「
緑
の
オ
ア
シ

ス
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
約
３
年
間

の
休
園
中
に
お
い
て
も
、
九
州
森
林
管
理
局
で
は

園
内
の
草
刈
り
や
剪
定
作
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
隣
接
す
る
県
道
へ
の
危
険
木
や
枯
損
木
の
処

理
な
ど
、
再
開
園
に
向
け
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

樹木園

みどりの交流館屋久スギ

樹木園内 樹木園入口

野村式ディーゼル機関車

監物櫓（熊本市により管理）
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「令和６年度日本製材技術賞」
表彰式の開催

　日本製材技術賞は、令和６年度に一般社団法人全国木材組合連合会が創設した表彰制度で、製材の生産向上、品質
改善、地域振興等に貢献している製材工場を顕彰するものです。
　初年度である今回は161工場から応募があり、生産性や独自性、品質向上の取組、雇用環境の整備等、多岐にわた
る製材工場の取組内容が審査された結果、10工場が受賞者に選定されました。

◆農林水産大臣賞
　グリーンウッドタクミ協同組合（三重県）

◆一般社団法人全国木材組合連合会会長賞
　株式会社トーセン（栃木県）
　新丹生谷製材協同組合（徳島県）
　八幡浜官材協同組合（愛媛県）
　瀬戸製材株式会社（大分県）

◆林野庁長官賞
　株式会社栃毛木材工業 粕尾工場（栃木県）

◆審査委員会特別賞
　株式会社アイタ工業 製材工場（山形県）
　ウッドリンク株式会社（富山県）
　有限会社倉地製材所（岐阜県）
　株式会社木原木材店（円柱材・丸棒材加工センター）（兵庫県）

受賞者一覧

　「令和６年度日本製材技術賞」の表彰式は、令和７年３月13日（木）、木材会館（東京都江東区新木場）７階大ホールに
おいて開催されました。
　農林水産大臣賞を受賞したグリーンウッドタクミ協同組合の浦田代表理事からは、「我々のような中規模の製材工場の
受賞が、他の中小工場の励みになることを期待するとともに、今後も木材の普及に取り組んでまいりたい」との謝辞が述
べられました。

　このうち、農林水産大臣賞と林野庁長官賞の受賞者について、ご紹介します。
農林水産大臣賞　グリーンウッドタクミ協同組合（三重県）
　スギ原木の大径化により、芯去り平角の製造及び利用が期待される中、その
乾燥が難しいという課題に対して、独自に乾燥技術を確立し、スギ平角の品質
向上を実現。
林野庁長官賞　株式会社栃毛木材工業 粕尾工場（栃木県）
　素材生産事業者が原木を直材と小曲材に仕分けせずとも価格差なく受け入れ
る仕組みを構築して、曲がり材からも柱材等を製造。

4
Topics

❶ 日本製材技術賞及び受賞者の概要

❷ 表彰式の開催

農林水産大臣賞を受賞した
グリーンウッドタクミ協同組合（三重県）

受賞者集合写真
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みどりの
大使が
行く！

2025
ミス日本

みどりの大使

佐塚 こころ

小
さ
す
ぎ
た
り
形
が
歪
だ
っ
た
り
し
て
使
い
道
が

限
ら
れ
て
し
ま
う
丸
太
は
価
値
が
低
く
な
る
と
い

う
事
が
衝
撃
で
し
た
。

丸
太
を
身
近
な
も
の
に

加
工
す
る
工
場

最
後
は
地
域
材
を
利
用
し
て
構
造
用
合
板
を

作
っ
て
い
る
キ
ー
テ
ッ
ク
山
梨
工
場
に
伺
い
ま
し

た
。
お
話
の
中
で
、
私
が
現
在
通
っ
て
い
る
国
際

基
督
教
大
学
の
体
育
館
に
は
、
こ
の
工
場
で
作
ら

れ
た
カ
ラ
マ
ツ
L
V
L
が
使
わ
れ
て
い
る
と
知
り

驚
き
ま
し
た
。
丸
太
か
ら
合
板
に
な
る
ま
で
一
つ

の
工
場
で
行
わ
れ
て
い
る
所
が
印
象
的
で
し
た
。

丸
太
が
桂
剥
き
に
さ
れ
一
瞬
で
薄
い
板
に
な
る
工

程
は
、
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
程

で
ど
う
し
て
も
出
て
き
て
し
ま
う
端
材
も
、
チ
ッ

プ
な
ど
に
有
効
活
用
し
て
い
る
と
い
う
点
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

4
箇
所
の
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
林

業
の
流
れ
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
森
林
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
さ
ら
に
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
！

公益社団法人国土緑化推進機構Webサイト「みどりの大使」
（https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/entry-1679.html）

「ミス日本みどりの大使」とは

こ
ん
に
ち
は
！

2
0
2
5
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
の
佐
塚
こ

こ
ろ
で
す
。
先
日
、
山
梨
県
緑
化
推
進
機
構
様
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
山
梨
県
の
林
業
を
視
察
し
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
の
目
的
は
林
業
の
川
上
か
ら

川
下
ま
で
一
連
の
流
れ
を
意
識
し
て
見
学
す
る
こ

と
で
、
林
業
の
過
程
や
工
夫
を
知
る
こ
と
で
す
。

想
像
以
上
に
大
変
な

苗
木
生
産

視
察
し
た
施
設
は
4
箇
所
で
、
ま
ず
は
苗
木
生

産
に
力
を
入
れ
て
い
る
有
限
会
社
明
見
緑
化
様
に

伺
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
植
栽
の
前
の
段
階
で

あ
る
苗
作
り
の
大
切
さ
と
大
変
さ
を
学
び
ま
し

た
。
種
か
ら
苗
木
ま
で
育
て
る
に
は
2
年
ほ
ど
か

か
り
、
や
っ
と
立
派
に
成
長
し
た
苗
木
で
も
一
本

た
っ
た
の
2
0
0
円
ほ
ど
に
し
か
な
ら
な
い
事
が

衝
撃
で
し
た
。
さ
ら
に
、
種
を
植
え
て
も
最
終
的

に
出
荷
で
き
る
の
は
80
%
程
度
で
、
天
候
の
変
動

に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
新

た
な
手
法
に
挑
戦
さ
れ
る
際
に
は
苦
戦
す
る
と
の

お
話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
初
め
て
コ
ン
テ
ナ
苗

の
生
育
に
挑
戦
さ
れ
た
際
は
、
最
終
的
に
出
荷
で

き
た
苗
は
種
蒔
き
を
し
た
う
ち
の
20
％
程
度
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
2
年
間
か
け
て
育
て
た

苗
が
出
荷
さ
れ
る
時
は
満
足
感
と
や
り
が
い
を
感

じ
た
と
お
話
し
さ
れ
て
い
て
印
象
的
で
し
た
。

最
先
端
技
術
を
導
入
し
た

ス
マ
ー
ト
林
業

次
に
、
地
域
材
利
用
を
は
じ
め
と
す
る
ス
マ
ー

ト
林
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
有
限
会
社
天
女
山
様

に
伺
い
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
林
業
と
は
、
I
C
T

や
最
先
端
の
機
械
を
活
用
す
る
こ
と
で
労
力
を
削

減
し
て
林
業
経
営
の
安
定
化
等
を
図
る
林
業
で

す
。
ス
マ
ー
ト
林
業
の
一
環
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
森
林
調
査
が
あ
り
、
実
際
に
私
も
操
縦
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
を
上
空
に

あ
げ
、
レ
ー
ザ
ー
で
一
気
に
周
辺
の
木
の
高
さ
や

数
ま
で
細
か
く
測
量
で
き
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
必
要
だ
っ
た
体
力
や
専
門
的
な
作

業
が
必
要
な
く
、
作
業
時
間
も
80
分
の
１
で
済

み
、
結
果
的
に
10
分
の
1
の
人
件
費
で
測
量
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
代
々
受
け
継
が
れ
る
林
業
の
良

さ
を
残
し
な
が
ら
先
進
的
な
技
術
を
取
り
入
れ
て

ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
時
代
に
合
わ

せ
て
変
革
し
て
い
く
勇
気
が
新
た
な
林
業
の
時
代

を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

伐
採
か
ら
加
工
ま
で
を

手
掛
け
る
森
林
組
合

3
箇
所
目
は
南
部
町
森
林
組
合
に
伺
い
ま
し

た
。
南
部
町
森
林
組
合
は
森
林
整
備
課
、
販
売

課
、
生
産
課
と
３
つ
の
組
織
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
合
っ
て
組
合
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
特
に

印
象
的
だ
っ
た
の

は
木
の
太
さ
に

よ
っ
て
価
値
が
変

わ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
柱
に
し
や

す
く
需
要
が
高
い

16
〜
18
cm
の
木
は

価
値
が
高
く
、
逆

に
大
き
す
ぎ
た
り
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